
 
 
 

都市整備部 



サマーレビュー2012 調書 

1 部局名・区

名（課名） 
都市整備部 （市街地整備課） 2 優先順位 1 

3 事項名 高塚駅周辺地区土地区画整理事業について 

4 目的 

高塚駅橋上駅舎化と南北自由通路が平成 26 年度末に完成するため、都市計画道路

上島柏原線から北口駅前広場へのアクセス道路整備により交通結節機能の強化を

図るとともに、地域生活拠点にふさわしい健全な市街地の形成を推進することを目

的とする。 

5 現状及び課

題 

高塚駅北側地区は、バスの乗り入れができないため、交通結節機能が不十分な状況

となっている。また、南北自由通路の供用開始により、駅北側の交通量が増大する

が、現状道路幅員は狭く、歩道が未整備であることから駅利用者及び地域住民の安

全性が課題になっている。 

6 事業概要 

公共交通ネットワークの充実、駅利用者の利便性向上、交通安全の確保を図るため、

次の事業を実施する。 

1.土地区画整理事業 約 2ha 

2.街路事業 Ｌ＝約260m 

事業期間 平成 26年度～平成 30年度 

7 関係法令等  － 

8 想定される

スケジュール 

平成 24年度 地元まちづくりの会及び地権者の了承を得る。 

平成 25年度 整備計画書の作成。（換地割込、建物移転計画、関係機関協議等） 

平成 26年度 都市計画決定及び事業認可。事業着手。 

9 他都市等の

参考事例 

― 

具体的内容 

10 過 去 の サ

マーレビュー

等 で の 審 議

経過 

□なし(新

規提案) 

■あり 

□その他 

平成 21 年度スプリングレビュー 

橋上駅舎、自由通路の整備と土地区画整理事業を分けて考えるなど、

事業効果を含めて再検討する。 

平成 22 年度サマーレビュー 

JR 東海と調整を行いながら、自由通路と橋上駅舎化を進める。 

具体的内容 11 サマーレビ

ューで審議、

確認したい事

項 
(該当項目を□→

■) 

■事業等の 
新規提案 

□既存事業 
の見直し 

□その他 

南北自由通路の供用開始に伴った事業実施の検討 

・高塚駅周辺土地区画整理事業及び街路事業を平成26年度から事業

着手したい。 

具体的内容 

12 サマーレビ

ュー結果 
(実施後記載。該

当項目を□→■) 

■提案どおり進める 
□提案内容を一部見

直して進める 

□再度、調査研究等

を行い検討 

□その他 

地元の了解を得ながら、土地区画整理事業の準備を進める。 

 



サマーレビュー2012 調書 

1 部局名・区

名（課名） 
都市整備部 （緑政課） 2 優先順位 2 

3 事項名 モントリオール・モザイカルチャー世界博 2013 への出展について 

4 目的 

2013 年にカナダ・モントリオール市で開催される「モザイカルチャー世界博」に
ついて、日本のモザイカルチャー発祥の地として作品を出展し、日本を代表する園
芸技術と文化を有する都市としてアピールする。 
また、前回開催都市として市長が招待されていることから、現地に赴き開会式へ参
加するとともに、参加各国・地域との園芸文化・都市交流の機会とする。 

5 現状及び課

題 

本市は、2009年（平成 21年）の「浜松モザイカルチャー世界博（浜名湖立体花博）」
の開催後、日本のモザイカルチャー発祥の地として、JR 浜松駅前への作品展示を
はじめ、市民講座の開催などを通じて、新たな園芸文化・技術を各方面に広くアピ
ールするとともに市民への普及・啓発に努めている。 
このことにより、「花と緑のまち・浜松」の推進に新たな個性を付加するとともに、
浜松地域の造園関係者が、国内外から、モザイカルチャーの制作や普及活動に招か
れるなど、園芸文化・技術の交流も広がりを見せている。 
しかしながら、市民レベルでの普及の面においては、NPO等の活動が継続されてい
るものの、制作費用の面や専用苗の不足から、普及拡大には課題を抱えるものとな
っている。 

6 事業概要 

「モントリオール・モザイカルチャー世界博2013」 
開催場所：カナダ ケベック州 モントリオール市 ボタニカルガーデン 
開催期間：2013年 6月 21日～9月 29日 
出展予想：30か国 50都市と団体 
テーマ ：希望の地 
出展概要：モザイカルチャー「（仮）創造都市浜松」 
事業費 ：20,000千円（デザイン・設計・制作・運搬費） 
      ※開催期間中のメンテナンス費用、制作作業担当者の宿泊及び食

事、招待者である市長の交通・宿泊費は、主催者が負担する。 
※出展作品の規模概要比較資料は別添による。 

7 関係法令等  － 

8 想定される

スケジュール 

H25 4月          デザイン・設計 
5月          躯体制作・躯体運搬 
6月          現場作品制作 
6月 21日～9月 29日  作品展示・開会式への市長出席・関係者等の交流 
10月         解体撤去 

9 他都市等の

参考事例 

主催者であるモントリオール市は、日本国内において、東京都をはじめ首都圏の主
要都市や、京都市・広島市などを訪問し出展勧奨をしているが、現段階では、国内
及び海外ともに、出展都市の状況は把握していない。 

具体的内容 
10 過 去 の サ

マーレビュー

等 で の 審 議

経過 

■なし(新

規提案) 

□あり 

□その他 

なし 

 

 

 

具体的内容 11 サマーレビ

ューで審議、

確認したい事

項(該当項目を□

→■) 

■事業等の 
新規提案 

□既存事業 
の見直し 

□その他 

出展規模及び出展内容について、方向性を確認する。 



具体的内容 

12 サマーレビ

ュー結果 
(実施後記載。該当

項目を□→■) 

■提案どおり進める 
□提案内容を一部見
直して進める 

□再度、調査研究等
を行い検討 

□その他 

出展に向けて準備を進める。 

 


